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品質保持剤がチューリップ切り花の花弁伸長、花色及び香りに及ぼす影響 

［要約］チューリップ切り花に品質保持剤の前処理と後処理を併用すると、前処理による花弁伸

長抑制の影響が軽減され、花の発色が強く、香気成分発散量が多くなる。 
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［背景・ねらい］ 

チューリップ切り花では、茎の湾曲や葉の黄化を抑制し、花の日持ちを長くするために、品質保

持剤の産地での前処理や、消費者による後処理が広まりつつある。しかし、後処理をするかは消

費者に任されることに加え、品質保持剤が切り花の草姿や花の日持ち以外の観賞性に及ぼす影

響については未解明な点も多い。そこで、品質保持剤による観賞性向上効果を消費者に訴求し、

後処理を定着させるため、花弁伸長、花色および香りに及ぼす影響を明らかにする。 

 

［内容］ 

１ 前処理は、品種によってその程度は異なるものの、水生け後の花弁伸長を抑制するが、後処

理を併用することにより、無処理と同等以上に花弁が伸長する（図１）。 

２ 色変わり品種「新潟９号」では、観賞時に後処理をすることで、前処理の有無にかかわらず花の

発色が強くなる（図２）。 

３ 芳香性品種「サネ」では、前処理と後処理を併用すると、無処理と比較して観賞段階の香気成

分発散量が増加するが（図３）、リナロールやβ-イオノン等の主要な香気成分の構成割合は変

わらない（図４）。 

 

［導入効果］ 

チューリップの有利販売による消費拡大 

 

［導入対象］ 

チューリップ切り花生産者 

 

［留意点］ 

１ 品質保持剤の処理方法及び切り花の日持ち向上効果は、平成 25 年度活用技術「品質保持

剤を用いたチューリップ切り花の花持ち向上技術」を参照する。 

２ 後処理には、市販のイソチアゾリン系抗菌剤 0.5ｍL/L と硫酸アルミニウム 0.05g/L を加えた

１％グルコース溶液を用いた。 

３ 品質保持剤が花弁の伸長や花の発色に及ぼす影響には品種間差異がある。 

４ 後処理は消費者段階での処理となるため、流通・販売者等と連携し、販売促進の手段等として

活用する。 



［具体的データ］ 

 

［その他］ 
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